
　 近年、地域の課題が多様・ 複雑化しています。市では、こう し た課題を 行政だけでなく 、地域や市民活動団体、事業所など

様々な主体と 協力し ながら 解決し 、市民一人ひとり が幸せに暮ら せる「 協働のまちづく り 」を進めています。

進めよう！ 協働のまちづく り

　 市では、誰も が生き生きと 幸せに暮ら せるまちづく り を目指しています。そこで女性の視点から 、市政に対して直接発言をし

ていただく ため、「 丸亀市女性議会」を開催し ます。質問や提案については、市議会と 同様に市長や関係部長がお答えし ます。

　 こ の機会に、本物の議場であなたの日頃の思いを伝えてみませんか。

丸亀市女性議会 参加者募集

地域づく り 課　 24-8853地域づく り 課　 24-8853

協働ってなに？

　 協働と は、立場の違う 人たちが同じ 目的や課

題に対し て 、その達成や解

決のために一緒に考え役割

を決めて協力することです。

なぜ協働が必要なの？

　 複数が連携すること で、それぞれが得意と する 効果的なア

プロ ーチで 取り 組むこと ができ 、より 本格的な課題解決が可

能と なり ます。構成している様々な主体が一緒に取り 組むこと

で、市民ニーズに的確に対応すること が期待できます。

市民活動団体の役割

「 新聞バッ グの普及」

ワークショ ッ プの

企画・ 実施

商店街から発信 丸亀城下町 新聞バッ グ普及プロジェ クト

行政の役割

協働の事例

環境問題の意識醸成目 的

事業内容 地球温暖化対策の一つと

して、楽し みながら 環境問題について考

えるき っ かけにし ても ら う ため、新聞

バッ グを作るワークショ ッ プを実施。ま

た、新聞バッ グを「 作る・ 見る・ 使う 」が

体験できるマルシェ を開催し 、ビニール

袋の削減につなげる。

「 事業の認知拡大」

ホームページなど

で事業の周知、

教育機関と の連携

様々な人や団体などが同じ 目的のために協力し 合い、

それぞれが異なる役割のもと 活動すること

協 働

同じよう な立場の人が、同じ 目標の達成に向けて役割

を分担して活動すること

協 同

一緒に活動すること共 同

3つの「 きょ う どう 」のちがい
　 地域づく り 課で は、丸亀市自治基本条例や

第2 次丸亀市協働推進計画に基づき 、協働の

さ ら なる 推進のため、協働PRチラ シ「 協働を

はじ めよ う ！」を 作成し まし た 。詳し く は、市

ホームページをご覧く ださ い。

市ホームページ

「 協働をはじ めよう！」

詳しく はこちら

開催予定日 令和7年１ 月25日㈯   午後1時半～4時半

場 所 議場（ 市役所5階）

対 象 市内に在住・ 在勤・ 在学の18歳以上の女性

※託児を希望さ れる場合は、事前にお問い合わせく ださ い。

定 員 10人（ 応募多数の場合は抽選予定）

応 募 方 法 応募用紙に必要事項を記入の上、応募先に持参・ 郵送・ ファクス・ メ ールの

いずれかの方法で提出

応募先・ 問い合わせ 〒763-8501（ 住所記載不要）

丸亀市総務部人権課男女共同参画室（ 市役所４ 階）

　 24-8823  　 24-8874  メ ール dan jo@ city .m aru g am e.lg .jp

申込期限  10 月18日㈮
（ 当日消印有効）

みんなが主役のまちづく り

自治会に加入しましょう
　 自治会は、隣近所に住む人たちで自主的に運営さ れている、最も身近な住民自治組織です。

日頃から 地域内の親睦と 交流を通じ て連帯感を深め、地域に共通する様々な課題を解決し 、

ふれあいのある快適なまちづく りを目指して活動しています。

　 また、「 丸亀市自治基本条例」では、市民はお互いの立場や特性を尊重し 、協力し 合いなが

らまちづく り に取り 組んでいこうと 定めています。安心し ていきいきと 暮らせるまちづく り を

推進するため、自治会に加入しましょう！ 自治基本条例

自治会に入るメリット は？

　 ご近所同士で交流の機会が増え、人と 人と のつな

がり ができます。日頃から 顔を合わせていると 防犯

意識も 高まり ます。

　 また、災害時には自治会内で助け合う こと で、救

助活動や安否確認、情報交換などもスムーズにでき

るほか、平時には、自治会回覧により 、生活に身近な

情報を得ることもできます。

　 お住まいの地域の自治会長に、ご相談く ださ い。自治会長

の連絡先が分からない場合は、地域づく り 課または、お住ま

いの地域のコミ ュニティ センタ ーにお問い合わせく ださい。

自治会がなく ても地域の問題は

行政で対応してく れるのでは？

　 市民のニーズが多様化する中、行政で対応し きれ

ない細かい部分は、自治会内で助け合い、問題を解

決していく 必要があり ます。

　 また、大規模災害発生直後には、行政による救出・

救助活動が機能するまでに時間がかかるため、自治

会など地域の力で乗り 切らなければなり ません。

自治会に加入し たい人

自治会活動応援補助金

　 新しく 自治会をつく ること もできます。自治会設立補助金、

自治会育成費などの補助制度もあり ますので、お気軽に地域

づく り 課までご相談く ださ い。

新し い自治会をつく り たい

　 自治会活動の活性化または自治会結成に向けた、自主的で新たな取り 組みを支援し ます。

対 象 自治会または自治会設立を目指す個人

自治会加入促進や、自治会運営の安定、地域の絆を深める新たな取り 組みなど

※営利目的や政治、宗教的な活動、地域の祭り は対象外

補 助 金 額 最大３ 万円

対 象 事 業

詳しく はこちら

第9回

文化交流祭
Cul tural  Exchange Festival

　 被差別部落などにある伝統文化・ 芸能を通じ 、差別を解消してきた歴史を伝え、さ らなる交流

によるあら ゆる 差別のない社会づく り を目指して文化交流祭を 開催し ます。皆さ んの参加を

お待ちしています。

参加無料9月29日㈰  午前11時～午後3時

アイレッ クス

太鼓やしし 舞などの伝統文化・ 芸能の公演、キッ チンカー、

工作コ ーナーなど ※キッ チンカーでの飲食は有料です。

日 時

場 所

内 容

問い合わせ 部落解放同盟丸亀市連絡協議会 　 24-5680

きずな

8広報まるがめ 2 0 2 4 .9広報まるがめ 2 0 2 4 .99
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